
小職は昨年に還暦を向かえ日本板硝子㈱を退
任し，現在，（公財）日本板硝子材料工学助成会
に勤めております。この財団は，無機材料を中
心とする学術と技術の発展に少しでも貢献する
ことを目的に，特に萌芽的な研究に対して助成
活動を行っています。一部，海外への助成や国
際会議助成，成果普及助成なども行っています
が，主には国内の大学，高専，公的研究機関の
皆さんへの助成ですので，ご興味のある方は是
非，幣財団website１）をご覧下さい。また，New
Glass Vol．２６，No．２（２０１１）の本コラム２）には，
幣財団の二代前の専務理事による「民間助成財
団の昨日今日明日」という記事がありますの
で，ご参考にして頂ければと思います。
さて，３月中旬に何を書こうかと考え出した

矢先に，New Glass の２０１６年３月号が到着
し，読んでいると，特集：ポーラスマテリアル
ズの京都大学中西先生はじめ，日本ゾルゲル学
会第３回討論会報告の北海道大学忠永教授，そ
して，［私の研究ヒストリー］「ニューガラスと
共に５０年その３．ゾルゲル法による材料開
発」では，大阪府立大学名誉教授の南先生が，

ゾルゲルの研究最先端から歴史について投稿さ
れていましたので，小職もゾルゲルとの出会い
や３０年近く前のUCLAの J．D．Mackenzie 研
究室在籍時の話から，最近の小職の仕事，（公財）
日本板硝子材料工学助成会の活動につなげて，
楽に読める物を書いてみようと考えました。
尚，［私の研究ヒストリー］では，南先生だ

けでなく，京都大学名誉教授の作花先生，東京
工業大学名誉教授の山根先生も J．D．Macken-
zie 研究室在籍時のお話を書かれておられます
ので，小職は研究内容に触れず，重複も避けて
研究室の様子など気楽に読めるものにしようと
思います
では，楽にお読み下さい。
小職は，１９８０年に日本板硝子㈱に入社以

来，昨年までの間に海外含め１１回の人事異動
がありましたが，多くは研究開発に関わってい
ましたので，このNew Glass 誌もよく読ませ
て頂いたものです。ただ，実は，本誌をお読み
の多くの皆さんとは異なり，学生時代は光機能
性高分子材料の研究をしておりました。日本板
硝子㈱には当時，共同研究をしていた関係から
入社しましたが，５年後くらいにそのテーマが
終了し，更に，その後，属していたグループ自
体の構成が大きく変わるという事態を迎えまし
た。
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一方，バブル経済華やかな１９８０年代後半に
は，日本板硝子（株）がUCLAの Dep．of Mate-
rials Science and Enginnering（MS&E）に冠
講座を設けて，SolGel の研究開発もすること
になりました。その頃の社長には，当時の電総
研（現在の産総研つくばセンターの一部）の所
長から転進された方が就任しており，伝え聞い
た話ではありますが，SolGel は有機無機複合
が面白く，高分子系の知識も必要だからという
ことで，ちょうど上記のように節目の時期にい
た小職にUCLA留学の打診がありました。実
は，テーマやグループの変化の危機感から，
少々英語の勉強はしており，当時は高く見えた
（グローバル化した今の社内から思えば，それ
ほど高くない）TOEIC の社内留学基準も上回
っており，また，新しい分野に取り組みたいと
思っていたところでしたので，話はすぐに進み
ました。
UCLAで はMS&Eの J．D．Mackenzie 教 授

の研究室に１９９０年から１年間お世話になりま
した。Mackenzie 研は非常に大きな研究室で，
ガラスに関わる研究が幅広く行われていまし
た。企業や軍関係との共同研究も数多く行われ
ており，アジア系の留学生も多く，雇われてい
る形でもあったので，Mackenzie 先生は研究
だけでなく管理に関してもかなり厳しい方でし
た。
留学時代の前半は，当時，京都大学から来ら

れていた，現在，関西大学教授の幸塚先生，後
半は東京大学の牧島先生（現北陸先端化学技術
大学院大学名誉教授・シニアプロフェッサー，
東京大学名誉教授）の研究室から来られていた，
現在，東京大学マテリアル工学教授の森田先生
とご一緒させて頂きました。普段は居室が別で
したが，お二人には大変お世話になりました。
幸塚先生は，UCLAでは博士課程のフランス
人学生（現在UCLAの准教授）とMicro―wave
processing に取り組まれていましたが，SolGel
新米で，米国本土が初めての小職は，技術的な
ことから生活上のことまで教えて頂き，とても

お世話になりました。森田先生は公私共にバイ
タリティーある活動家で，色んな体験談を聞か
せて頂きながら，ご夫婦で小職の子供達含め，
家族ぐるみのおつきあいをさせて頂きました。
お二人共，当時はまだ新婚でしたが，その後，
４人と３人の子宝に恵まれ，学術面だけでなく
日本の少子化にも貢献されています。
UCLA留学時は，小職の人生の中で最も技

術文献を読んだ時期でありましたが，同時に，
色んなハプニングや多くの異人種の方々との大
学での交流や子供を介した生活レベルでの触れ
合いもあり，多くの異文化経験をしました。ま
た，週末には幼い子供を連れて色んな所に旅行
して，振り返ると我々家族の人生のハイライト
の時期だったと思います。
実は，当時の研究室はあまりにも汚なく（ド

ラフト内が最悪），また SolGel グループの実験
机の上にはシャーレが山積みで安全上の心配も
あり，滞在時の最後の頃に小職が発起人（実施
リーダーは米国人）となり「Large scale clean
―up」が行なわれました。学生達はペンキで塗
り替えたり楽しく大掃除していましたが，見違
えるようにきれいになりました。写真を添付し
ますが，当時を知る方は随分きれいになったと
感じられると思います。その時には過去に在籍
された日本人研究者の方々のサンプルなども沢
山出てきて，歴史を感じながら整理したもので
す。
多くの経験をして帰国したところバブル経済

Large scale clean―up 後の研究室の一部（差支えない
所）。後ろのドラフトもピカピカ
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が崩壊し，１年後には事業部へ異動となり，全
く異分野の量産化に繋げる仕事を２年経験しま
した。その後，再び研究所に戻り，SolGel 関
連の研究開発にチームリーダーとして携わりま
したが，開発成果はメンバーの方々が頑張って
くれたものです。ただ，開発や量産化において
はUCLAにおける経験も事業部での経験も両
方とも大いに役立ちました。
実はガラス関係の大学の先生方とはUCLA

前後からおつきあいさせて頂きました。UCLA
留学前の１９８９年にロシアのサンクトペテルブ
ルグ（旧レニングラード）で行われた ICG con-
gress にて，ポスター発表（開発した光機能性
フィルムの合わせガラス）の機会に恵まれまし
た。当時のロシアはゴルバチョフによるペレス
トロイカの時代（若い人には歴史上の出来事）
で，ドルとルーブルの格差や色々なことで驚く
ことも多かったですが，ポスターの前で大勢の
ロシアの研究者や学生に囲まれて大変だったこ
とも含め，今ではとても懐かしい思い出です。
この時は，上述の山根先生を団長とする ICG
ツアーに参加しましたので，日本のガラス関係
の多くの先生方とロシアやドイツで長くご一緒
し，仲良くさせて頂きました。その翌年に，
UCLAのMackenzie 研究室に留学することに
なりましたが，レンセレア工科大学（RPI）及
びUCLAのMackenzie 研究室に在籍された経
験のある，日本のガラス関係の大学の先生や企
業の研究者の方は非常に多く，その関係でも多
くの方々と馴染みができましたし，Mackenzie
先生来日時には同窓会なども企画させて頂きま
した。
小職は，その後マネジメントの方に軸足が移

りましたが，このような経緯からか，作花先生
が日本ゾルゲル学会の初代会長になられた時に
は，小職も５人の副会長の一人として名を連ね
させて頂きました。この度，UCLAそしてそ
の後もお世話になりました幸塚先生が，日本ゾ
ルゲル学会の会長となられましたので，少しで
も恩返しができたらと思っています。

さて，昨年６月末に日本板硝子（株）を退任
してから，当初は生活リズムの大きな変化に戸
惑いましたが，ワークライフバランスを年齢相
応にとりながら，今までの恩返しとして，ニ
ューガラス分野の皆さんの研究の役に立つ活動
をしたいと考えています。主な活動は財団運営
を適切に行いながら，無機材料及びその周辺技
術の発展に微力ながらも貢献する助成を行なう
ものですが，将来，これら研究が日本の発展や
世界の平和に繋がる大きな実を結ぶよう期待し
ています。そのためにはお金の面以外にも，他
の形のご支援も考えたいと思っています。
実際の助成テーマの選考は，前述の牧島先生

を委員長とする８名の著名な先生方からなる選
考委員会で厳正に選考されます。倍率は４～５
倍ですが，幣財団は，年齢，性別，国籍の制限
はありませんので，無機材料を中心とした（有
機・高分子，金属等との複合を含む）萌芽的な
材料研究を行われている研究者の方は是非，応
募して頂けたらと思います。現在の仕事におい
ても，過去に交流させて頂いた方々との関係が
大いに役立っています。人のネットワークは非
常に大切であると改めて感じると共に，少しで
も恩返しができたらと思っている次第です。
最後になりますが，セラミックス協会ガラス

部会の役員の皆様（小職も昨年まで一員でし
た），特に推進された先生方のご努力により，
ICG―annual meeting が２０１８年に横浜で開催さ
れることになりました。小職は１９８９年のロシ
アの ICG―Congress にしか出席しておりません
が，参加した経験は，その後の仕事や人脈形成
にも大いに役立ちましたので，本誌の読者の皆
様も是非，参加されたらと思います。また，今
までの恩返しとして，幣財団も２０１８年の ICG
年会の成功に向け，微力ながらもご支援したい
と考えております。
１）（公財）日本板硝子材料工学助成会URL : http :
//nsg―zaidan．or．jp/

２）山岸隆司，New Glass，pp．５１―５４，Vol．２６，No．２
（２０１１）
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